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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成24年8月9日(2012.8.9)

【公開番号】特開2011-75304(P2011-75304A)
【公開日】平成23年4月14日(2011.4.14)
【年通号数】公開・登録公報2011-015
【出願番号】特願2009-224442(P2009-224442)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｊ   3/46     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/46     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/60     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/525    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｊ   3/46    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   1/46    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   1/40    　　　Ｄ
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ５１０　
   Ｂ４１Ｊ   3/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月22日(2012.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　プルダウンメニュー１３６の左方部には、「光源」なる文字列が表示されている。マウ
ス３２の所定の操作により、図６Ｄに示すように、プルダウンメニュー１３６の下方部に
選択欄１５２が併せて表示され、その右側にスクロールバー１５４が設けられている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　この画像評価の結果、保護膜付印刷物４２の画像の色が適切でないと判断された場合は
、プロファイルの変更を行うことにより色の微調整を行う（ステップＳ７）。この具体的
方法としては、プロファイルの再設定・再生成や、プロファイルの微調整（現在設定され
ているプロファイルの補正）等が挙げられる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２１】
　ラミネートフイルム４０の光学物性値であって、且つ、未知の変数であるＲ∞（固有反
射率）及びＳｘ（散乱係数）を実験的に推定する方法を具体的に説明する。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４１】
　なお、Ｓａｕｎｄｅｒｓｏｎの補正式等を用いて、実測された分光反射率Ｒｎを補正し
た上で、Ｋｕｂｅｌｋａ－Ｍｕｎｋモデルを適用してもよい（“Ｃａｌｃｕｌａｔｉｏｎ
　ｏｆ　ｔｈｅ　ｃｏｌｏｒ　ｏｆ　ｐｉｇｍｅｎｔｅｄ　ｐｌａｓｔｉｃｓ”，ＪＯＵ
ＲＮＡＬ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＯＰＴＩＣＡＬ　ＳＯＣＩＥＴＹ　ＯＦ　ＡＭＥＲＩＣＡ，Ｖ
ＯＬＵＭＥ３２，ＰＰ，７２７－７３６，１９４２　参照）。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４５】
　この補正により、ラミネートフイルム４０と外部との界面における光反射がさらに考慮
されるので、保護膜付印刷物４２の分光反射率をさらに高精度に予測できる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５０】
　図１１は、図１０Ｂに示す各光学物性値の推定値に基づいて得られた保護膜付印刷物４
２の測色値（予測値）と、その現物の実測値との比較を表す説明図である。図１１のグラ
フは、Ｌ＊ａ＊ｂ＊空間におけるａ＊ｂ＊平面（すなわち、横軸はａ＊、縦軸はｂ＊であ
る二次元座標系）を表す。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５７】
　設定画面２００は、座標表示欄２０２と、マウスポインタ２０４と、２つのテキストボ
ックス２０６、２０８と、ゲージ２１０と、スライダ２１２と、１つのテキストボックス
２１４と、グラフ２１６と、３つのボタン２１８、２２０、２２２とから基本的に構成さ
れる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６１】
　グラフ２１６の下方部に設けられた［ＯＫ］ボタン２１８を押下すると調整値の設定が
保存され、［中止］ボタン２２２を押下すると設定画面２００が閉じられて設定作業が終
了する。
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